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生活交通の再編に向けた

生活交通の再編に向け，市民のみなさんの声をお聞かせください

日　時 会　場 意見交換内容

7 月 22 日㈫

14:00 〜 高千帆公民館
◦高畑方面の路線バスの再編に向けた試験運行
案について　ほか

18:30 〜
保健センター

（総合事務所隣）

◦厚狭北部便の再編に向けた試験運行案につい
て（鴨庄•陽光台方面，片尾畑方面への生活交
通導入の検討を含む）　ほか

7 月 23 日㈬
14:00 〜 高泊公民館

◦高泊 •黒葉山方面の路線バスの再編に向けた
試験運行案について　ほか

18:30 〜 市役所 ◦生活交通再編事業全体について　ほか

7 月 24 日㈭
14:00 〜 厚陽公民館

◦「ねたろう号」の再編に向けた試験運行案に
ついて　ほか

18:30 〜 埴生公民館
◦「いとね号」の再編に向けた試験運行案につ
いて　ほか

※各会場とも，1 時間半を予定しています。

　「交通活性化計画」を策定します

　山陽小野田市の「生活交通」って？

　「生活交通」とは，通勤，通学，通院，買い物など，私たちの生活に必要
不可欠な交通のことを指し，山陽小野田市では主にバス路線が該当します。
　市ではバス事業者 3 社による乗合バスの運行に対して，市がバス路線維
持費補助金を交付しているほか，山陽地域においては，バス事業者が撤退
したあとの路線を市が引き継ぎ，廃止代替バスを運行するなど，通勤 • 通
学者，高齢者等，自家用車を自由に利用できない人を中心に生活交通の確
保が行われています。

　効果的で持続可能な生活交通をめざして

　近年のバス利用者の減少や燃料価格の上昇等により，補助金は高額化しており，財政状況が厳しさを増す
本市にとって，多大な負担となっています。
　一方で，高齢化の進展や合併に伴う生活圏域の広域化等により，市民の生活交通ニーズは多様化しており，
こうしたニーズに対応した効果的 • 効率的で持続可能な生活交通サービスの構築が急務となっています。

　市では昨年度からバス路線を中心とした生活交通の現状とニーズ，課題等を把握，分析したうえで，市の
望ましい交通体系のあり方を明らかにすることを目的とした「山陽小野田市交通活性化計画」の策定に取り
組んでおり，昨年度中に基本方針の策定に至りました。
　今年度はこの基本方針を踏まえ，より具体的に「再編に向けた試験運行案」の策定に取り組んでいます。

　基本方針を踏まえて，協議会 • 幹事会で検討中の「再編に向けた試験運行案」について，実際に利用される地

域のみなさんのご意見をお伺いし，計画に反映したいと考えています。本計画をより良いものとするため，みな

さんのご参加をお待ちしています。

地域意見交換会を開催します


